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●通所介護事業所（デイサービス）：
アイスタッフガーデン十番地

●訪問介護事業所：
アイスタッフ大師

●居宅介護支援事業所：
アイスタッフケアステーション大師

居宅介護部門より

（記：株式会社アスリート 副社長 清水（須山）成美 ）

うららかな春の日差しが心地よい季節となりました。皆さま
健やかにお過ごしでしょうか。4月は新年度を迎える時期でも
あり、新しいことに目を向けたり、チャレンジするにはとても良
い季節なのではないでしょうか。
いつものお散歩コースを少しだけ変えてみる、植物を育てて
みるなど、小さな一歩からでも、心の中に新しい芽生えがあ
ればとても素敵なことです。
花冷えのする折から、ご自愛専一にてお願い申し上げます。

デイサービスでひなまつり
3月の佳き日、デイサービス
で桃の節句をお祝いしました。
部屋に飾られたお雛様と記念
にパチリ。
ひな人形が飾られてから、皆
さまそれぞれにひなまつりの思
い出を懐かしんでいらっしゃる
ご様子でした。
瞳をきらきらと輝かせながら思
い出を語る、楽しそうなお姿が
印象に残りました。
日々の生活が素敵な思い出に
なることを実感し、一日一日を
大切に過ごそうと思う今日この
頃です。

何年もケアマネの仕事をしてきて、それなりに経験も積み、この仕事で大切なこと、と改めて考
えてみると「フットワークの軽さ」、これに尽きると思います。利用者様は、相談したい時にはすぐ
に話を聞いてほしいし、質問の答えはなるべく早くほしいもの。電話で事足りることでも、やはり直
接顔を見て話を聞くことは大切だと思っています。電話に出ない、訪問が短い、話を聞いてくれな
い等と言われる事もありますが～。私は日夜、飛び回っている事が多く忙しいのですが、痩せな
いのも事実です。
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介護にまつわる用語について分かりやすく説明します

最近、噛む力が弱くなった、むせやすくなった、口が渇きやすくなったなど、お口で気になること
はありませんか？お口の衰えを放っておくと、噛んで食べることが難しくなり、栄養バランスの偏
りなどによって介護が必要になるリスクが高まります。
先月号に続いて『お口の機能を高める体操 その２』をご紹介いたします。

【お口・舌の動きをスムーズにする体操】
★唾液腺マッサージ

②顎下腺マッサージ
顎のラインの内側のくぼみ
部分 3～4 か所を順に押し
ていく。目安は各ポイント
を 5 回ほど。

お口の機能を高める体操ついて その２

デイの小径は桜の小径に変わりました🌸

ミニチュアハウスにはしだれ桜が見事に咲いています。
春ですね。

③舌下腺マッサージ
顎の中心当たりの柔らかい
部分に両手の親指を揃えて
当て、10 回ほど上方向にゆ
っくり押し当てる。

①耳下腺マッサージ
指数本を耳の前（上の奥歯
あたり）に当て、10 回ほど
円を描くようにマッサージ
していく。

（記：株式会社アスリート 副社長 清水（須山）成美 ）

春たけなわの
好季節を楽しみ
ましょう！

4月は華やかな桜の小径です
これからも楽しみにしていてくださいね！

もも忍者より

小径では ミニチュアハウスでは

【参考：厚労省HPより（日本歯科医師会リーフレット）】

認知症を「認知」と呼ばないで！

本来の認知という言葉の意味を考えると「認知が進む」は「認知機能が向上した」と捉えるの
が正しいはずですよね？私は、安易に「認知」という言葉を使ってほしくないと思っています。そ
の理由は、「認知」という言葉が差別的な言葉にも受け取ることができ、それを耳にして傷つく方
がいるからです。専門職である私達が、認知症を正しく理解したうえで、世の中の偏見をなくす
ような立場にならなければいけないとも思います。
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